




はじめに

　臨床に用いられる抗けいれん剤の体内分布および排泄は sing1e open compar

tment mode1 が応用できる。このため,さらに長期間,同一薬剤を報用している

場合,半減期が投与間隔に比べ充分に長ければ血中儂度と投与量を体重から

relative clearance が求められ,至適投与量の計算に利用することができる。

　我 々 も Phenobarbital(PB) を 中 心 に Diphenylhydantoin(DPH) と

Carbamazepine(CBZ)の relative clearance を求めその意義を検討したので報

告する。


